
1 

独立行政法人日本学生支援機構の令和６年度業務実績に関する評価結果を踏まえた 

業務運営の改善等への反映状況 
 

中期計画項目 令和６年度業務実績評価における主要な指摘等 左記の指摘等を踏まえた令和７年度業務運営の改善等への反映状況 

Ⅰ  国民に対して

提供するサービス

その他の業務の質

の向上に関する目

標を達成するため

とるべき措置 

１ 奨学金事業 

（２）貸与奨学金 

①奨学金の的確な

貸与 

 

〈３〉貸与奨学金の貸与状況 

ペーパーレス化が実現できたことは、それ自体も

評価の対象となり得るが、それによる事務の効

率化・迅速化など、より重要な効果に焦点を当て

ることで、評価により説得力が増すものと考えら

れる。 

 

大学等と同じく大学院の家計審査を、所得等の情報に関する書類の提出に代えマイナンバ
ーを活用して審査する方法に変更した上で、令和 7 年度より、マイナンバーを書類からWEB
による提出に改め、ペーパーレス化の拡大を図った。これにより、申込者の手続負担や学校
の事務負担が軽減される等、利便性の向上が図られた。 

Ⅰ  国民に対して

提供するサービス

その他の業務の質

の向上に関する目

標を達成するため

とるべき措置 

２  留学生支援事

業 

（２）日本人留学生

に対する支援 

①海外留学に関す

る情報提供等の充

実 

 

〈22〉日本人学生の海外留学支援制度における

海外大学卒業生とのネットワークを活用した海

外留学に関する情報提供等の実施状況 

海外留学イベントの実施及び協力について、今

後は、これらのイベントの成果についても確認す

るなど、質的な評価に係る指標も追加すること。 

【業務実績等報告書における自己評価】 
・イベント実施及び他機関実施イベントへの協力回数について、年度計画値を超えて情報提
供機会を提供したことは評価できる。 

・機構主催のイベントにおいて、海外留学支援制度の奨学金受給者や元受給者の協力を得
て、参加者に受給者の生の声を届けられるよう努めていることや個別相談の機会を設けて
実施していることは評価できる。 

・海外留学フェアにおいて、セミナー会場を増やし、参加機関のニーズを満たすことでイベン
トの質を向上させたことは評価できる。 

 
 
（参考）業務実績 
○海外留学イベントの実施及び他機関実施イベントへの協力 

令和 7 年度の機構主催イベントの実施及び他機関実施イベントの協力状況については、
合計 46 回であり、計画値に定める回数を上回った。 
機構主催イベントにおいては、海外留学支援制度の奨学金受給者や元受給者の協力を
得て、海外留学経験者の体験談を中心としたセミナーや座談会等を実施した。 

 
(1)海外留学フェア実施状況 

諸外国の教育制度、教育機関の情報や留学生受入れ体制、安全・生活等について、
信頼性が高く最新で的確な情報を提供するため、在日外国公館等 31 機関の参加協力
を得て実施した。実施に当たっては、留学希望者が効果的に留学準備を進められるよ
う、在日外国公館等による個別相談ブースの設置、海外留学支援制度の元受給者等
による留学経験者交流コーナーの設置や機構による奨学金相談コーナーを設置し、来
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中期計画項目 令和６年度業務実績評価における主要な指摘等 左記の指摘等を踏まえた令和７年度業務運営の改善等への反映状況 

場者と個別相談を行うなど海外留学フェアの充実を図った。また、令和 6 年度実施時の
参加機関からの声を踏まえ、参加機関が実施するセミナーの会場を 3 会場に増やし、
セミナーの数を増やすとともに参加者が情報収集しやすいようタイムテーブルを工夫し
た。これにより、令和 7 年度においては、セミナーの参加者数が延べ 1,688 人に増加し
た（参考：令和 6 年度は延べ 1,476 人）。 

 
<海外留学フェア実施状況> 

開催地 日時 会場 来場者 

東京 7月26日 赤坂インターシティコンファレンス 975 人 

 
(2)海外留学説明会実施状況 

海外留学希望者の関心が高い海外貸与奨学金や海外留学支援制度等の情報につい
て、年間を通してオンライン説明会を行った。留学を希望する幅広い層が参加しやすい
よう、JASSO 奨学金セミナーとして 45 分程度のセミナーを計 6 回開催した。また、留学
経験者の生の声を届けるため、テーマごとに海外留学経験者から経験談を直接聞ける
留学経験者セミナーを計 7 回開催し、年間を通じて合計 13 回開催して奨学金や留学
経験談について情報発信を行った。 

 
<海外留学オンライン説明会実施状況> 

内容 日時 回 参加者 

JASSO 奨学金セミナー 

5 月 15 日 第 1 回 330 人 

6 月 25 日 第 2 回 148 人 

8 月 20 日 第 3 回 157 人 

9 月 11 日 第 4 回 132 人 

11月 18日 第 5 回 81 人 

12 月 2 日 第 6 回 181 人 

留学経験者セミナー 

6 月 29 日 第 1 回 48 人 

8 月 24 日 第 2 回 93 人 

9 月 30 日 第 3 回 87 人 

10月 23日 第 4 回 113 人 

12月 21日 第 5 回 67 人 

1 月 28 日 第 6 回 95 人 

2 月 26 日 第 7 回 46 人 

 
(3)他機関実施イベントへの協力状況 

関係機関が主催する留学フェアや説明会の多くは対面開催され、一部におけるオンラ
インによるものを含め積極的な協力を行い、合計で 32 回協力した。 
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中期計画項目 令和６年度業務実績評価における主要な指摘等 左記の指摘等を踏まえた令和７年度業務運営の改善等への反映状況 

 
<海外留学イベントの実施及び他機関実施イベントへの協力状況> 

区分 令和 7 年度 （参考）令和 6 年度 

海外留学フェア 1 回 1 回 

海外留学説明会 13 回 13 回 

他機関実施イベントへの協力 32 回 34 回 

全体 46 回 48 回 

 
 

Ⅲ 財務内容の改

善に関する事項 

１ 収入の確保等、

寄附金の活用 

〈34〉寄附金事業の実施状況 

学生支援寄附金の受入れ状況において、令和６

年度が前年度より大幅に減額となっているの

は、おそらく前年度に特殊事情（大口の寄付者・

団体等）があったためだと想像するが、この表の

みでは、令和 6 年度の減額理由がわからない。

最低限の目標値を記載することは適切ではない

のかもしれないが、少し補足があればよいものと

考えられる。 

 

○学生支援寄附金の受入れ 
・ホームページでの周知、奨学金返還開始時に配付する「返還のてびき」や特に優れた業
績による「返還免除認定通知」及び返還完了時に発送する「返還完了通知」への「寄附
金募集のご案内」の掲載など、寄附金募集に係る広報を行った。 
・寄附者への感謝の気持ちを広く表明するため、一定額以上の寄附者の法人名又は個人
名を寄附者の意向に応じて機構ホームページに公表した。 
・個人からの継続的な寄附及び多様な寄附受入方法を維持するため、平成 29 年 11 月よ
り導入したオンライン寄附システムを引き続き運用した。 
上記の取組により、寄附金の受入れは下表のとおりとなった。 
・令和 7 年度は令和 6 年度と比べて寄附金受入額が減少したが、理由として、1 千万円
以上の大口寄附者が減少（令和 6 年度：16 件、令和 7 年度：11 件）したことが挙げられ
る。 

 
<学生支援寄附金の受入状況> 

区分 令和 7 年度 （参考）令和 6 年度 

件数 3,224 件 3,061 件 

金額 513,872,628 円 1,117,995,170 円 

 
 

 




